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�

岳
典
副
住
職
新
潟
第
一
宗
務
所
書
記
に

　

岳
典
副
住
職
は
昨
年
の
四
月
よ
り
八
王
子
の
寺
の
務
め
か
ら
宝
泉
寺
に
帰

山
し
て
住
職
を
補
佐
し
て
い
ま
し
た
が
、
十
二
月
よ
り
長
岡
市
に
あ
る
曹
洞

宗
新
潟
県
第
一
宗
務
所
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
管
轄
地
域
は
、

新
潟
市
、
三
条
市
、
長
岡
市
、
魚
沼
市
、
南
魚
沼
市
、
十
日
町
市
、
津
南
町

等
約
二
四
〇
ヶ
寺
の
事
務
手
続
き
を
す
る
の
が
書
記
の
仕
事
で
す
。

　

任
期
は
四
年
で
す
。
往
復
九
十
㎞
で
二
時
間
か
か
り
ま
す
。
頑
張
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
。
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〒948-0103
新潟県十日町市小泉
水澤山宝泉寺
電話（025）752-2924

今年のだんごまき
第
十
二
回 

宝
泉
寺
二
千
年
蓮
観
蓮
会
の
ご
案
内

日
時　
令
和
元
年
七
月
十
五
日
㈪
・
㈷

　
　
　
午
前
六
時
よ
り
八
時
ま
で

場
所　
十
日
町
市
小
泉　
宝
泉
寺

内
容　
①
二
千
年
蓮
の
開
花
を
観
察
、
美
し
さ
を
愛
で
る

　
　
　
②
朝
茶
会
（
好
日
会
・
吉
田
小
の
児
童
）

　
　
　
③
尺
八
と
琴
の
合
奏
（
広
田
公
男
・
登
代
美
夫
妻
）

　
　
　
④
豊
栄
舞
（
吉
田
中
の
生
徒
）

　
　
　
⑤
謡
曲
・
仕
舞
（
十
日
町
観
世
会
）

　
　
　
⑥
象
鼻
杯
（
蓮
の
茎
を
通
し
て
日
本
酒
や
蜜
水
を
味
わ
う
）

会
費　
一
人
七
百
円

　
　
　

�

宝
泉
寺
二
千
年
蓮
を
愛
し
育
て
る
会
代
議
員
よ
り
チ

ケ
ッ
ト
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。
電
話
で
お
申
し
込
み

の
場
合
に
は
宝
泉
寺
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
当
日
売
り
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
お
問
い
合
わ
せ　
☎
０
２
５・７
５
２・２
９
２
４

毎年 4月 15日午後 4時半から
ぜひお越し下さい

「十日町市宝泉寺」と入力して検索すると宝泉寺が出ます。

ごらんください! 　〈宝泉寺ホームページ〉

宝泉寺の歴史
本堂拝観
十六善神
二千年蓮

本葬儀
晋山式
2006 年の豪雪
2008 年観蓮会

墓地
宝泉寺報 �36、35、34、
� 33、32、31、
� 30
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正客は尾身県議 広田夫妻と豊栄舞の子たち

お手前は若きホープ いす席で頂戴します

象鼻杯 見事にそろったハスの蕾

第
十
一
回  

宝
泉
寺
観
蓮
会

（
平
成
三
十
年
七
月
十
六
日
㈪
　
午
前
五
時
）
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本堂の説明を聞く コモ市在中の日本人妻が二人のお子さんを連れて来ました
通訳をしてもらって助かりました

イタリア コモ市使節団　3 度目の来山

額を洗濯しました

日系の娘さんです

静かに坐禅しました

石
塔
開
眼
供
養
料

�

十
日
町�

大
関
　
裕
殿 

五
万
円

先
祖
供
養

�

小　
泉�

小
澤
健
二
殿 

百
万
円

�

山　
谷�

酒
井
宣
俊
殿 

一
〇
万
円

永
代
供
養
料

�

十
日
町�

佐
藤
由
美
子
殿 

三
〇
万
円

�

所
沢
市�

酒
井
弘
二
殿 

三
〇
万
円

�

品
川
区�

馬
場
敏
雄
殿 

三
〇
万
円

�

十
日
町�

阿
部
行
雄 

三
〇
万
円

善
神
堂
仏
壇
納
骨
施
設
使
用
料

�

四
日
町�

柳
　
幸
吉
殿 

三
〇
万
円

�

山　
谷�

桾
沢
　
一
殿 

三
〇
万
円

�

十
日
町�

阿
部
行
雄
殿 

三
〇
万
円

墓
地
永
代
使
用
料

�

十
日
町�

大
関
　
裕
殿 

十
五
万
円
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写 真 通 信

藕絲織の額の前で

茎をさがす 茎とり

茎から細い藕絲をとる ミシン糸の半分の太さ

機織り作業 1 機織り作業 2

左から
住職
佐野良吉さん
藤巻嘉夫さん（作者）
山内正胤さん

藤巻嘉夫さんの仕事〔藕絲織ができるまで〕
ぐう おりし


